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参考資料３

底質試料 約 100 g

トルエン－ソックスレー抽出

硫酸処理

風乾・粉砕・均一化・乾燥

多層シリカゲルカラムクロマトグラフィー

風乾後、孔径 2 mm のふるいを通し、磁
性乳鉢で粉砕均一化する。これをデシケ
ーターで十分に乾燥させる。 

16 時間以上 

抽出液の濃縮・ヘキサンへの転溶
ロータリーエバポレーター、窒素気流により 
トルエンを揮発除去後、ヘキサンに転溶。 

転溶液を分液ロート(300mL)にヘキサン 100mL で洗い込み、硫酸 20mL
を加え緩やかに振とうし、静置後、硫酸層を除去。この操作を 3 回繰り
返す。ヘキサン層をヘキサン洗浄水 50mL で繰り返し洗浄し、硫酸ナト
リウムで脱水後、ロータリーエバポレーターで約 2mL に濃縮。 

洗浄：ヘキサン 200mL 
溶出：ヘキサン 200mL 
溶出液をロータリーエバポレータ
ーで約 2mL に濃縮 
 

第 2 溶出画分 第 1 溶出画分

活性炭分散カラムクロマトグラフィー 

抽出液の濃縮 
トルエンへの転溶

25%ジクロロメタン
含ヘキサン 40mL に
て溶出した画分 

トルエン 50mL に
て溶出した画分 
 

mono-ortho co-PCBs 画分 PCDDs, PCDFs, non-ortho co-PCBs 画分

洗浄：ヘキサン 

アセトン中で超音波
洗浄し、乾燥後、
450℃で一晩加熱処
理したガラスバイア
ルを使用。試料液
1mL ずつバイアルに
封入。 

ロータリーエバ
ポレーター、窒
素気流で溶媒揮
発後、トルエン
100mL に転溶。 

100mL

GC/MS 系 

抽出液の濃縮

ロータリーエバポレーター
で 100mL 程度まで濃縮 

生物系 

均一化

ガラスバイアル
に封入 

GC/MS 系
配布用試料 A

均一化 

ガラスバイアル 
に封入 

生物系 
配布用試料 

均一化 

ガラスバイアル
に封入 

GC/MS 系 
配布用試料 B

抽出液の濃縮 
トルエンへの転溶 


